
１０月７日（月）～１３日（日）は
行政相談週間です

春 萌える新緑に桜映え

夏 深緑を挟む空と川の青

秋 紅に黄色に染まる樹々

冬 静かなる白の世界

山々に囲まれた町の美しき彩り
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03騒音や悪臭などで困ったとき
問題解決には2つの方法があります

公害紛争処理制度

公害紛争処理制度に関する相談窓口

Tel. 03-3581-9959 月～金曜日  10：00～18：00（祝日及び12月29日～1月3日は除く）

Fax. 03-3581-9488  E-mail. kouchoi@soumu.go.jp
http://www.soumu.go.jp/kouchoi/

総務省公害等調整委員会事務局　公調委  公害相談ダイヤル
現地調査

公害問題で困ったら、まずは都道府県や市区町村に設けられている
「公害苦情相談窓口」にご相談ください。

相談員などが、相談を受けたことに
ついて被害の実情などを調べます。

改善指導
被害の原因や実態がはっきりする
と、相談員などが関係者に対し改善
のための指導や助言を行います。

解決！
このようにして公害苦情の
解決に努めています。

苦情相談

調停期日（非公開） 合意の成立調停の申請

市区町村または都道府県の公害苦
情相談窓口の相談員などにご相談
ください。

当事者（被害者・加害者）からの申
請により手続が始まります。

当事者からの話を聞き、双方が歩み
寄りできる合意点を探ります。必要
に応じ調査も行います。

当事者双方の互譲による合意で、
解決を図ります。

審問期日（公開） 裁定裁定の申請

当事者からの申請により手続が始
まります（責任裁定の申請は被害者
からのみ）。

当事者からの意見陳述や証拠調べ
など、双方の主張を確認します。必
要に応じ調査も行います。

証拠や調査結果などに基づき、
双方の主張について法律判断
を行います。

2. 公害紛争処理（専門の機関による紛争解決）

1.公害苦情相談（簡単な手続きによる方法）

調停
都道府県公害審査会等
公害等調整委員会

調停とは、公害紛争処理機関が当事者の間に入って両者の話し合いを積極的にリードし、
双方の互譲に基づく合意によって紛争の解決を図る手続です。
調停は原則として各都道府県の公害審査会等で扱い、広域事件などは公害等調整委員会
が扱うこととなっています。

裁定
公害等調整委員会

苦情相談
都道府県・市区町村

裁定とは、公害紛争の解決に向け一定の法律判断を行う手続であり、公害等調整委員会
のみが行います。裁定には次の2種類があります。
●原因裁定…加害行為と被害発生との間の因果関係の存否について法律判断を行う手続
●責任裁定…損害賠償責任の有無及び賠償額についての法律判断を行う手続

公害等調整委員会

詳しくはこちらへ
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日
本
経
済
が
バ
ブ
ル
景
気
だ
っ
た
頃
、

深
夜
に
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
て
い
た
ス
キ
ー

番
組「
S
K
I 

N
O
W
」。そ
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
神
業
の
ス
キ
ー
操
作
を
披

露
し
、視
聴
者
の
視
線
を
釘
付
け
に
し

た
ス
キ
ー
ヤ
ー
海
和
俊
宏
氏
。そ
ん
な

彼
の
生
ま
れ
故
郷
が
山
形
県
に
あ
る

最
上
町
だ
。

　

今
回
の「
地
方
の
か
が
や
き
」で
は
、そ

の
最
上
町
を
訪
れ
た
。

　

面
積
の
84
％
が
森
林
で
あ
る
最
上
町

も
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
直
面
し

て
い
る
が
、髙
橋
町
長
を
は
じ
め
、町
職

員
に
悲
観
論
者
は
い
な
い
。

　
「
人
を
呼
び
込
む
・
人
を
生
み
育
て

る
・
人
を
支
え
る
」と
い
う
町
長
の
号
令

の
も
と
、地
方
創
生
に
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

子
育
て
支
援
施
設
に
訪
れ
た
際
、幼

児
た
ち
が
簡
易
プ
ー
ル
で
水
し
ぶ
き
を

上
げ
な
が
ら
元
気
に
遊
ん
で
い
る
姿
を

目
に
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
誇
り
を
持
っ
て
故
郷
に
住

み
続
け
ら
れ
る
社
会
を
つ
く
っ
て
ね
」

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
、そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
受
け
取
っ
た
気
が
し
た
。

（
広
報
室　

ゲ
レ・シ
ュ
プ
）

ビン筆頭副首相と首相府にて

国家監察省幹部との行政苦情救済セミナー

タン計画投資副大臣との会談

広報誌「総務省」についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください
FAX｜03-5253-5174　MAIL｜kohoshi@soumu.go.jp

e d i t o r i a l  n o t e

　

鈴
木
淳
司
総
務
副
大
臣（
当
時
）

は
、本
年
７
月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
、

ベ
ト
ナ
ム
国
家
監
察
省
か
ら
の
招
待
を

受
け
、ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

総
務
省
と
国
家
監
察
省
は
、平
成

25
年
に「
行
政
苦
情
救
済
分
野
に
関

す
る
協
力
の
覚
書
」を
締
結
し
、大
臣

等
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
交
流
を
は
じ
め
、実
務

家
へ
の
研
修
な
ど
の
協
力
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
副
大
臣
の
訪
問
で
は
、国

家
監
察
省
に
お
い
て
、行
政
苦
情
救

済
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
た
ほ
か
、レ・
ミ

ン
・
カ
イ
監
察
総
監（
大
臣
）と
会
談

し
、今
後
、増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る

在
日
ベ
ト
ナ
ム
人
や
在
越
日
本
人
か
ら

の
行
政
相
談
に
つ
い
て
、体
制
の
充
実

を
図
る
な
ど
、両
者
の
さ
ら
な
る
協
力

の
推
進
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

首
相
府
で
は
、チ
ュ
オ
ン
・
ホ
ア
・
ビ
ン

筆
頭
副
首
相
と
、両
国
の
広
範
な
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
多

様
な
協
力
関
係
に
つ
い
て
、ま
た
、計

画
投
資
省
で
は
、ブ
ー
・
ダ
イ
・
タ
ン
副

大
臣
と
統
計
分
野
に
お
け
る
協
力
に

つ
い
て
、ハ
イ
レ
ベ
ル
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

総
務
省
で
は
、行
政
相
談
や
統
計

分
野
の
ほ
か
、電
子
政
府
や
情
報
通

信
、消
防
防
災
等
、様
々
な
分
野
に
お

い
て
、ベ
ト
ナ
ム
と
の
協
力
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

編　集　後　記

世界にはばたく
 総務省

鈴木総務副大臣（当時）のベトナム社会主義共和国訪問

M i n i s t r y  o f
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04令和元年度過疎地域
自立活性化優良事例表彰
受賞団体が決定されました
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地元産品を活用した料理教室や、ヨガ、そば
打ち、木工、下北ジオパーク関連講座の開設
のほか、季節イベント等も行っている。

公共交通の乗り換えの仮設拠点である「バ
スまちスポット」の整備や部活便スクールバ
スのタブレット予約システムの導入等の取組
を実施している。夕張市

一度も利用されな
いまま未完成で終
わった鉄道遺構を
貴重な地域資源と
捉え、「全国未成線
サミット」をはじめ
とするイベントを
開催等している。

NPO法人五新線再生
推進会議

「地域の課題は地
域で解決する」を
コンセプトに、観
光施設の管理運営
を行うとととも
に、地元高齢者の
積極的な採用に取
り組んでいる。株式会社黒滝森物語村 GOTO☆ワンハート

企業組合であい村 蔵ら

在住外国人の日本
語の習得支援や料
理を通じた地域住
民との交流会等の
開催のほか、日常生
活におけるトラブル
の解決の仲介などに
も取り組んでいる。

わきのさわ温泉湯好会

世界遺産である丹生都比売神社や町石道等
の整備により、美しい景観の維持に取り組ん
でいるほか、竹を活用した土壌改良材等の
開発を行っている。

町に伝わる伝承野菜「大鰐温泉もやし」の生
産者育成や、地域の特産品の販促活動を通し
て、町の魅力をPRし集客を図っている。

“人生を賭けて！”
～目指せ！ 日本の田舎町再生の
お手本づくり！！～

神話の里 “ 天野 ” のむらおこし

夢の華咲かせます！
～人も町も元気もりもり
プロジェクト～

地元高校生と共に創る
地域交通の未来

歴史遺産「幻の五新線」と、南朝を核と
した産官学連携による奈良県南部地域
の活性化

地域が誇れる企業「株式会社黒滝森物
語村」の地方創生プロジェクト

言葉や文化の垣根を越えて、心を一つ
に！～みんな違ってみんな良い～

コミュニティセントーを核にした小
さな拠点による脇野沢創生プロジェ
クト～セントーだヨ！全員集合～

「こどもの声は地域のチカラ！」
～山間部の過疎集落における子育
て支援～

手芸といった高齢者が持つ経験や特技を生
かして活躍する機会を提供することで、高齢
者の生きがいづくりに寄与している。

特定非営利活動法人子育て
ふれあいグループ自然花

プロジェクトおおわに
事業協同組合

親子自然ふれあい体験や子育てサロン等
の事業を通して、高齢者の生きがいづくり
等に寄与している。

天野の里づくりの会

　

本
表
彰
制
度
は
、過
疎
地
域
の
自
立

促
進
に
資
す
る
た
め
、地
域
の
自
立
と
風

格
の
醸
成
を
目
指
し
、創
意
工
夫
に
よ
り

過
疎
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る

優
良
事
例
に
つ
い
て
表
彰
を
行
う
も
の
で

す
。平
成
2
年
度
か
ら
開
始
し
、こ
れ
ま

で
通
算
30
回
に
わ
た
り
、今
回
の
受
賞
を

含
め
延
べ
2
6
1
団
体
が
受
賞
し
て
い

ま
す
。各
都
道
府
県
か
ら
推
薦
さ
れ
た

候
補
を
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良

事
例
表
彰
委
員
会（
現
委
員
長

：宮
口

侗
廸
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）が
書
類

審
査
を
し
、現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
て
受
賞
団
体
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

本
表
彰
は
、受
賞
団
体
に
と
っ
て
大
き

な
励
み
と
な
り
、全
国
の
他
団
体
に
と
っ

て
も
自
ら
の
取
組
の
参
考
と
な
る
も
の
で

す
。ま
た
、過
疎
地
域
の
魅
力
の
P
R

に
、大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

  

今
年
度
は
、総
務
大
臣
賞
に
4
団
体

が
、ま
た
、全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進

連
盟
会
長
賞
に
５
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
決

定
し
ま
し
た
。表
彰
式
は
、本
年
10
月
31

日（
木
）に
青
森
県
青
森
市
で
開
催
さ
れ

る「
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
1
9 

in 

あ
お
も
り
」の
全
体
会

（
リ
ン
ク
モ
ア
平
安
閣
市
民
ホ
ー
ル

：

13
〜

17
時
）に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

総務大臣賞

全国過疎地域自立促進連盟会長賞
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